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議題 内容
開幕戦総括 【金田会長が商社リーグを経営する上でのAssumption（仮説）】
　金田会長より ①全参加チームが商社リーグのコンセプトとカルチャーを理解している

②参加選手は原則商社マンであり、社会人として平均以上の能力がある
③各代表者は商社リーグの運営ルールを理解して遵守する事をコミットしている

開幕戦等振返り 【リョーサン：審判遅刻】 処分：勝ち点－３
車移動のため渋滞に巻き込まれ遅刻
対策⇒最低審判３名もしくはMC２名は公共交通機関を使い、遅れないようにする
（大倉商事の対策例）
電車と車の２通りの交通手段を使い、審判服を２セット用意

【伊藤忠商事：MC担当試合への審判服不備】 処分：勝ち点－３
審判服を紛失してしまい、MCに間に合わず
他チームから借りてMCを担当するも試合開始に間に合わず

【豊田通商：MC遅刻】 処分：厳重注意
試合直後のMCだった為、着替えに間に合わず、試合開始を遅らせてしまった

【長瀬産業　VS　JFE商事】
開幕戦後半、JFE商事選手が長瀬産業選手へ後方からのタックルにより一発レッド
⇒　JFE商事当事者は１試合出場停止（第二節で消化済）
９／１０代表者会議にて当事者より謝罪あり

長瀬産業のベンチからの野次も試合が荒れた一因だったのでは
⇒今後参加チームはベンチからの野次をしないように注意する

【伊藤忠　VS　三井物産】審判：大倉商事、MC：蝶理
①審判のジャッジレベルに関して
■重要ポイント
　伊藤忠の同点ゴール前に審判が伊藤忠がわのファールである「ダイブ」を口に出した
　にもかかわらず、伊藤忠側のファールを取らず、伊藤忠のゴールが決まった
　さらに、その抗議にに三井物産DFが審判を手で押したが、レッドカードは出ず

大倉商事より
　該当審判よりヒアリング
　三井物産のレイトファールをアドバンテージで流した
　その際、あいまいな発言をしてしまった可能性があるが、ジャッジは正当
金田会長より
　「ダイブ」もしくは「あたっていない」という発言はシュミレーションによる伊藤忠ファール
　を宣言しており、結果としてミスジャッジ
　⇒　今後改善のこと

②MCの状況に関して
　試合途中までは試合をほとんど見ていなかった（金田会長確認）
　三井物産DFの審判への抗議見逃し
　結果報告書の審判点数が満点
　⇒今後会場提供チームはできる限りハーフライン付近にテーブル椅子を用意のこと

試合結果報告書 MCの責任向上のため、試合を見るためにMC報告書を以下のように改定
役員会　岡田より MCは審判と同等の責任を持つことを認識すること

MC報告書　⇒　試合結果報告書に変更
変更点の確認
　審判評価の得点記入　０～５から０もしくは５に変更
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　フェアプレー評価　前回よりもマイナス度合いを大きめに設定
　MC評価　両チームからMCを評価（新規追加）
　MC試合総括を追加（前半、後半、試合全体、マンオブザマッチ）
　試合結果報告書に両チーム、審判、MCのサイン欄を追加

MCの注意点（追加事項）
　①交代時のメンバーチェックを追加
　②次試合の開始時間設定
　③試合総括の記入、マンオブザマッチの選定

※詳細な入力方法等はExcelシート印刷範囲外に説明があるので適宜参照

メーリングリスト状況 リョーサン、兼松、大倉商事が途中から未受信
⇒　フリーメール登録にて対応のこと
ユニシス対応

計画中のイベント 朝日新聞とのコラボを含め、以下のイベントを計画中
　商社リーグ内で合宿
　リーグ戦前のサッカー教室
　リーグ戦優勝チームVSカップ戦優勝チームによるチャンピオンシップ
　参加チームによるOB戦

再確認事項 今後のリーグ運営に関し、各チーム下記の項目を再確認のこと
　①商社リーグスピリッツの遵守
　②各提出資料の期限厳守
　③リーグ運営への協力（MC、審判含む）

あまりにもルールを守れないチームが増える場合は罰金制度導入を再度検討する
（罰金に頼ると「お金を払えばいい」という発想になる可能性もあるという意見有）

その他
役員会検討中事項 各チームのサッカーでの成績やリーグへの貢献度、提出物の期限遵守度を

蜘蛛の巣グラフ化しHPへ掲載予定
（詳細は後日開示）

以上


